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Abstract: The Yaramaika educational program which has encourages the creative ability of students has been 
introduced into the curricula of the Shizuoka Institute of Science and Technology since 2004. This program includes 
the production of various kinds of electrical and mecahnical devices， the creation of works of art， research on specific 






















































































化する.評価は「優J(100 点~80 点). 1良J(79 点~65
点). I可J(64 点~50 点). 1不可J(50点未満).である.
2.4 運営体制
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3 平成23年度の「やらまいか科目」の実施および結果
3.1 平成23年度「創造・発見J. 1テーマ研究J. 1ボラ
ンティア活動jの開講テーマ

































に対しては I優J(100 点~80 点). I良J(79 点~65 点). 
「可J(64 点~50 点). I不可J(50点未満)とした.また，
出席回数につては，出席率が3分の2以上あることを単位
取得のための必要条件とした.










テーマ 指導者 概 要 置修者数
















































コンビュータ上で分子を作り，化学 関山秀雄 分子の立体構造や電子の状態をコンピュータ上で翻ベ，また. 3 反応をさせてみよう 化学反応のシミュレーションを行なう















仕事でもプライペートでも役立つ .中村真 大手企業が積極的に取り入れている管理手法であるリードマネ 12 
心理学 ジメントの基礎理論・「選択理論」という最新の心理学を学ぶ.
肉外の会社経営の現婦に見る社 .鈴木康雄 会社経営の現場を踏まえ.a:社会人としての基本的素養，② 8 会人としての基本的心得 日々 のあり方， ③“使う"英語の初歩を学習する
(指導者欄の.印は学外指導者)
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表4.rボランティア活動」開講テーマ一覧.
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コミュニケー ション能力
図5.学生の自己評価(1点:かなり劣っている， 2点:劣っている，
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